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制度 (官吏任用制度）の改革を再検討する。この改革は、吏士合一（胥吏の待遇改善• 才幹の重視、 






























































に執筆した日記を考察する。南宋の政治は、皇帝と宰執の接触が「対」と 「御筆」 （宦官を介して送 
られる文書）の二つを中心に展開し、両者を軸に政策決定が進められたことを示している。第四章の 
分析対象は欧陽修の日記『欧陽脩私記』であり、それが皇帝との政治的会話を記すことに主眼が置か 
れていたことを指摘している。
第四部は、従来の研究では十分に利用されてこなかった政治日記という第一次史料に着眼し、よく 
その内容を解析し、活用した点がまず評価されるところである。また、政治日記を通じて知られる皇 
帝と宰執などとの対話は、第三部で詳細に描かれた政治意志決定のシステムに対応することが明らか 
にされており、氏の主張を説得力あるものとしている。
第五部「宋代の政治空間ー宋代の政治空間を如何に読むのか？」は宋代の政治システムを「政治空 
間」という観点からとらえ直そうとする試みである。唐の貴族政治から宋の君主独裁政治への変化と 
いう図式を政治空間の問題に置き換えて見るならば、皇帝、官僚の政治空間の比重の変化と見なすこ 
とができる。つまり、唐代までの官僚の政治空間に比重が置かれた時代から、皇帝の政治決済の空間 
への重心の移動として理解できる。その例として北宋の「対」システムを中心とした政治運営を挙げ 
ることが可能であり、更に南宋の御筆システムを中心とした政治運営への変化も読み解けるとする。 
宋代における皇帝権力の時代的変移を浮かび上がらせる方法として、 「空間」という視角の導入が有 
効であることを示したものといえよう。
「結語宋代政治史研究の新たな展望」では、本論で論議してきた内容を要約したうえで、政治シ 
ステムを分析の視野に入れたアプローチ、政治事件史の分析方法、社会史•文化史的アプローチによ 
る政治の研究、以上三点について意欲的な展望を示し、本論を括っている。
以上、本論文は、従来の研究がマクロな政治変動を偏重する傾向があったのに対して、一次史料 
を十分に活用した文書研究を重要な柱としつつ、科挙•官僚制度に支えられた君主独裁政治における 
皇帝と官僚、朋党や官司に関わる官僚相互の関係を具体的な場面に即して明らかにすることに成功し
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ている。•本論文で提示された研究手法は、他の時代の研究にも大きな刺激を与え、それぞれの分野の 
研究を進展させることが期待される。
以上の所見により、本論文は、大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認めら 
れる。
